










あれば非常に役 に立つと思われる｡ そこで､留学生センターでは r留学生のた




我々は情報 を与 えるだけでな く､日本語の面でもサポー トしようと考え､r生











コース も省令施設となってからこの春で6期 日を迎えている｡ 以下 r生活ガイ
36 r留学生のための長崎生活ガイドJと付属会許教材の作成
ドJ作成に至る過程をざっと振 り返ってみる｡
省令化 された施設 となったのは1996年 5月のことで､その年の10月より､





第2期 (1997年4月-1997年9月) も1期日同様､研修 コースの学生を中心












局側 も手を尽 くしてくれたが､結局記録が残 っていなかったので手紙は出て
こなかった｡｢書留｣という言葉 さえ教えておけばと悔やまれた｡ 情報を与え
るだけでは不十分で､その情報に付随した日本語 も与える必要があることを
痛感 したのある｡このことが直接のきっかけとなり､ 3期 日から研修コース
で "サバイバル日本語"を教えるクラスを開講することにした｡
第3期 (1997年10月-1998年3月)になるとそれまでの経験から留学生は主
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裁量経費)で作成することが具体的に決まったのは第4期 (1998年4月～1998
年9月)であった｡r生活ガイ ド｣と付属会話教材をリンクさせれば､必要な
情報 を得ると同時にその情報に関連 した "サバイバル日本語"も同時に学習
できると考えたのである｡ それまで蓄積してきた情報と "サバイバル日本語"
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日本語の文章はで きるだけ簡潔にし､フォントや文字の大きさを変えたり､
下線 をひいた り､表にした り､枠で囲んだりして､読みやす くなるように配
慮 した｡また､各項 目に学生にとって役に立つであろうと思われる具体的な

























見 に如かず"で､ 日本語 に慣れない留学生のための r生活の手引 きJには
多すぎることはないと考えた｡少々細かいことになるが､見開きで左右が
40 r留学生のための長崎生活ガイドJと付属会缶教材の作成






時間がかかってしまうようでは困る｡ で きるだけ速 く情報が得 られるよう




































10章 サバイバル漢字 ･サバ イバル用語
緊急時に必要な漢字 ･用語､生活漢字 ･用語､駅の漢字 ･用語､病院の









1章から6章 までが r生活ガイ ドJにリンクしている｡ リンクしているも
のについては r生活ガイ ドJの日次にその旨を示した｡各章はい くつかの項
目か らなり､それぞれの項目は､基本的には､数行の短い ｢モデル会話｣と､
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3)できるだけ地域色 をだす
モデル会話の中に長崎の地名や駅の名前を豊富に入れた｡また､そのモ
デル会話の舞台 も学内生協 など実際に身近にある場所を使 うようにした｡










r生活ガイドJに載せ るには少 し詳細す ぎるが日常生活を営む上で知っ





















く､手続 き面にうとい専任教官が r生活ガイ ドJを頼 りに留学生を市役所へ
連れて行って外国人登録や健康保険の手続きを手伝ったというように日本人
にも役に立つことがわかった｡そこで､ 5月に行ったチューターオリエンテ




どん古いもの となっていく｡ 今後変更部分を挟み込んだ り､改訂版にむけて
常に情報収集を行ったりといった努力が必要である｡
付属会話教材のほうは99年4月より試験的に "サバイバル日本語"を教え
るクラスで使用している｡ これから先授業を進めながら､こうした教材のあ
り方を検討し､次のステップへつなげて行 きたいと考えている｡
r生活ガイ ドJもその付属会話教材もまだまだ不完全なもIのであるが､今
回の "試作品'-が今後の発展の基礎になると確信している｡
(留学生センター講師)
